
 

 

 

 

 

 

 

計測工学 第 5 回 

 

 

   前回： ・測定における平均 

      ・標本分布 

      ・母平均の区間推定 

 

 

 

   今回： ・母平均の区間推定（続き） 

      ・相関と回帰 
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5.1 母平均 の推定（母分散 σ
2 が未知の場合） 

 ●毋分散 σ2が既知の場合との違い 

 ① xの標本分布の分散： 

 ② xの標本分布の形状： 

 

 ① →毋分散 σ
2 の代わりに「   」を用いる 

 注：「   」とは？・・・ 
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  ・標準偏差の場合 不偏分散からの標準偏差
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 ② → xの標本分布は「   」を示す 

 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●母平均 μの区間推定結果を x - t
n-1 Z%( )

u

n

£  £ x + t
n-1 Z%( )

u

n
と表す． 

 

 

 

 

 ・例題：正規分布する母集団（母平均：μ，毋分散：未知）から以下の標本を取出したとき，母

平均 μ を信頼係数 68.3%で区間推定せよ． →測定結果 80.0, 81.1, 80.5 

 

図 5.1 t分布 

表 5.1 t分布表 
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5.2 母平均 の区間推定（まとめ） 

 ●母平均 の推定（正規母集団 ( )2, N の場合） 
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 母平均 の区間推定     母平均 の区間推定 
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5.3 相関と回帰 

 ●相関関係：  

 

 

 

 ・関心のある 1 組の変数の間に，何か関連があるかどうかを調べたい． 

  例： 

 

 

 ・問い：次の 2 つのグラフで示されるような関係は相関関係があると見なせるのか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・相関係数： 

     ・ 

     ・ 

 

 

 

 ●回帰分析：  
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5.4 第 5 回講義に関する意見・感想・質問のまとめ 

 ●意見・感想 

 ・小テストで式の形を忘れてしまった，小テストでヘマをしないように頑張る，小テストがわからなかった，n を

80 人にしてしまった，小テストを通して有効数字や分散について理解が深まった，小テストでデータ数の

取り方を間違えた，小テストはできた感じがした，分散と標準偏差を間違えた：15←今回の小テストは，平

均 7.1 点，満点 29 名でした．引き続き良い結果だったと思います． 

 ・σ2 未知の場合の区間推定を理解できた，前回との結びつきがあって理解しやすかった，t 分布について

理解できた，t 分布の区間推定について計算が難しかったが理解できた，まとめがあったのでわかりやす

かった，相関関係のみなし方について理解できた，パターン別に説明されてわかりやすかった：13 

 ・復習を頑張る，復習がコツコツできている，相関関係や回帰式を復習しておく，区間推定の式や用語を間

違わないようにしっかり理解する，用語の意味を理解しながら復習する，それぞれの分散の違いを復習

する実際に手を動かして計算して復習する，中間テストも近づいているので復習をしっかりする：11 

 ・電卓を練習してきて満点を取る，電卓の機能を確認して計算できるようにする，手計算で分散を求めるとミ

スが起こるので電卓で行う，電卓で計算するとき母分散と標本分散を見間違えないようにする，自分の関

数電卓は標本分散が表示されているので気をつける，応用数理では母分散と標本分散のどちらを使うか

で迷ったことがある，今日の例題を電卓の統計モードでやろうと思ったがどうしても答えが合わなかった：

8← 

 ・改めて分布表をしっかり考えると問題が解きやすい，授業内容に問題なくついていけている，授業がスム

ーズに終わってよかった：3 

 ・何気なく最小二乗法を使っていたが回帰分析という名前があることを初めて知った，相関と回帰について

は曖昧だったので改めて知ることができた：2 

 ・授業早く終わって嬉しい，早く終わっても 4 限があるので同じだった：2←ギリギリまでしたくはないのですが，

流石に今日は早すぎましたね・・・ 

 ・朝から気温が高くいっそう夏を感じた←明日は雨模様のようです． 

 ・明日は大事なスウェーデン戦なので早く寝て明日に備える←8:00 からですよね，1 限がない人は精一杯応

援してください！ 

 ・冷房で肌寒かったので上着を持ってくる←今日は 25℃設定でしたが，風の当たり方だけでもだいぶ違うと

思うので席を移動するのも一つの手かもしれません． 

 ・グラフを発明した人はすごい←今日，そんな話しましたっけ？ 

 ● 質問 

 ・例題の答えが 80.0≦µ≦81.0 になった（丸めの影響？）が正解になるか？←確かに丸め方次第で最小桁

が 1 くらい変わりますので，その程度のずれは OK とします． 

 ・計算途中で丸めは行わない方がいいか？←原則はしない方がいいですが，手計算ではかなり手間になり

ますよね． 

 ・小テストで n が全員なのか 16 人なのか曖昧？←曖昧なのは理解できていないからです．「選んで」いるわ

けですから 16 人の方に決まっています． 

 ・例題の記述で「・・・＝2.254＝2.3」と「・・・＝2.254≈2.3」はどちらも正解か？←この授業ではどちらでも可と

しますが，むしろ前者の方が適切です（有効数字として適切な桁に処理することは近似ではないため）． 

 ・因果関係には相関係数のような指標はないのか？←現時点で私も詳しくは知りませんが，「因果関係が

成立する」というための前提条件を満たすことの方が重要です． 
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 ・変数変換の式の形が「分母σ」と「分母σ/√n」の 2 つあって理解できていない←母集団の正規分布なの

か，標本分布の正規分布なのかの違いです． 

 ・相関関係と因果関係がどちらも認められる場合はあるのか？←基本的に因果関係が求められる時は相

関関係も成り立っていると思います． 

 ・母平均もわからない場合の区間推定はどうなるのか？←そもそも母平均がわからない前提なので推定し

ています． 

 ・不偏分散はなぜ 1/(n-1)を取るのか？←むしろ応用数理 E で聞くべき質問です（私は統計の専門家ではな

いので）．一応ネットで調べたらきちんと数学的に説明している動画がありましたので，興味があったら見

てみてください． https://www.youtube.com/watch?v=uzhopjGAiQg 
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5.5 第 4 回小テスト解答 

 

 Q.1 学生 80 名のクラスからランダムに選ばれた 16 人の平均身長は 157.7cm であった．クラス全員の 

   身長の標準偏差が 4.6 であることが分かっている場合，クラス全員の平均身長を信頼係数 

   95%（Z=1.960）で区間推定せよ． 

 

 A.1 信頼区間の片側の幅： Za
2



n
であり，ここで n = 16，Z = 1.960， = 4.6 

    よって 
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   従って 155.4≦µ≦160.0 cm 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


